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KAMAちゃんの「廃棄物ひとくちコラム」 

浜松市公表の産業廃棄物処理状況から判ること 

 

 産業廃棄物に関する許可権限を有する自治体は、法律および条例・細則等の規定に

基づき前年度に取り扱った産業廃棄物の数量について、報告を受けています。報告義

務を課している者は、管理票交付状況報告書（法第１２条の３第７項根拠）について

は排出事業者（中間処分業者の２次管理票を含む。）、受託処理量については、条例・

細則を根拠に収集運搬及び処分業者となります。 

また、多量排出事業所に該当する普通物１，０００トン、特管物５０トン以上が発

生した事業者には、処理実績報告書の提出を求めています。 

何れの報告も、令和５年度実績に対する報告期限が６月末となっていますので、読

者の皆様も改めて確認・対応をお願いします。 

 

 さて、今月の話題は、浜松市産業廃棄物対策課が昨年度末に公表した「令和４年度 

産業廃棄物処分実績報告書集計結果」に関して、興味深い状況が記載されていました

ので紹介し、感じたことを記載してみたいと思います。 

 この結果は、浜松市内に所在する産業廃棄物処分業者（特管物を含む。）から報告を

受けた処分実績を基に集計されたものです。浜松市では、のべ７０社を超える業者が

処分業許可を受けており、その報告データ数は膨大な数に上ります。それでも、電子

報告が大部分となりましたので、集計作業は、随分容易にはなってきているはずです

が、不適データの抽出・確認など相当の労力を要していると推測されます。 

 

表―１は、市内で処分された産業廃棄物を品目・処分方法別に集計したものです。

判ることは、 

１ 総量が１００万トンを上回っており、前年度より２１％も増加していること。 

２ 中間処分量が全体の８０％に対して埋立処分量が２０％に上っていること。 

３ 中間処分の方法では、圧倒的に破砕処分量が多く、がれき類・木くずでは、その

多くがこの処理を経て再生利用されていること。 

 

特に、２に掲げた埋立処分比率が、全国集計では、令和３年度実績で２．３％と集

計されていますので、それと比べ非常に高い割合となっていることが特徴です。 

 



次に表―２、表―３では、浜松市内で処分された産業廃棄物が、どこから搬入され

たかを表しています。判ることは、 

１ 地産・地消というべき市内排出量が全体の２／３強を占めている。 

２ 市外も含め排出場所が静岡県内の産業廃棄物が８０％強を占めている。 

３ 県外排出の産業廃棄物は、２０％弱となっているが、表―３に示されたように埋

立処分に限定すれば、県外廃棄物は、市内廃棄物の４．４倍となっている。 

 

私が在籍していた最後の年、平成２５年度の埋立処分比率は、２％程度で全国集計

を大幅に下回っていましたので、この１０年間の変化は驚くばかりです。 

その理由は、市内に有数な規模を誇る埋立処分場が開設されたことによるものが大

きいと考えます。確かに、埋立処分場は、産業廃棄物の適正処理確保を考えるとき、

必要不可欠な施設であり、浜松市では当面残容量枯渇の心配をしないで済むことは大

きな意義があると思います。一方で、資源循環推進基本法が定める３Ｒの観点で、読

者の皆様には安易な処分方法に流されないで資源循環の思考回路を持ち続けて欲しい

と期待するものです。 

                 以下出典は浜松市（データは「しずおかの産廃」から転記） 



 

  



  図―１ 埋立処分率（処分全体における埋立処分比率）の経年変化 

 

 


